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都立大学駅周辺地区 交通バリアフリー推進懇談会 

資料２ 第 2 回交通バリアフリー推進懇談会の進め方 

第 1 回懇談会では、主に懇談会の位置づけや進め方に関する質疑の時間が多くなり、多くの

参加者のみなさまから都立大学周辺地区の現状や課題に関するご意見をいただくには時間が限

られてしまい、十分なご意見をうかがうことができませんでした。そこで、今回は、参加者の

みなさんから都立大学駅周辺地区のバリアフリー化についての意見交換を主な議題とさせてい

ただき、多くの皆さんが発言できるような会の運営に努めてまいります。 

 

 
■ 今回の目的 

第 2 回懇談会では、参加者のみなさまから都立大学駅周辺地区のバリアフリー化に向けた具

体的なご意見をうかがっていきます。 

都立大学駅周辺地区で中心的な施設、その施設までの経路をお聞きするとともに、その経路

でのバリアフリー上の問題点などをお聞きしていきます。 

これらの意見は次回の懇談会までに取りまとめ、次回はそれらへの対策について意見交換し

ていただくことを予定しております。 

 

 
■ 進め方の手順 

① 都立大学駅周辺地区で重要な施設を選んでください 
・ 都立大学駅周辺地区において拠点となる重要な施設を選んでください。 

・ その際、以下の点に留意して選んでください。 

－公共施設、もしくは公共性の高い施設（鉄道駅など） 

－バリアフリーの観点から、高齢者や障害者等の利用が多い施設 

－駅を利用して広く区内から利用者が来る施設 

－地域の方が日常良く利用される施設 

－その他、多くの集客が見込まれる施設 

 

② 都立大学駅と①で選んだ施設を結ぶ道路、または施設同士を結ぶ道路のうち、日常よく利用
する道路を選んでください 

・ ①で選んだ施設へ行く道路を選んでください。 

・ その際、ご自宅からではなく、駅と施設のネットワークを考慮して、駅と施設、施設と

施設を結ぶ道路を選んでください。 

 

③ ②で選んだ道路での現状のバリアフリー上の問題点をあげてください 
・ ②で選んだ道路でのバリアフリー上の問題を指摘してください。 

・ 主なバリアフリー上の問題点に関する視点は次ページの図を参考にしてください。ただ

し、この図は交通バリアフリー法をもとに作成しています。 

・ 図に書いてある内容だけでなく、日常移動する際に不便に感じる点、改善してほしい点

などありましたら、ご自由にご意見を出してください。 
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（参考）「バリアフリー対策実施の必要性」に関するチェック内容 
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チェック内容 チェック項目 

③ 道  路 

④ 案内施設 

⑤ 車両（鉄道・バス） 

③-1 歩車分離 
分 離 有り 

分 離 無し 

③-2 立体交差（歩道橋,ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ） 

（自転車・歩行者の交通量が少ない場合）歩道の幅員 2.0ｍ以上の確保有無 

（自転車・歩行者の交通量が多い場合）歩道の幅員 3.5ｍ以上の確保有無 

段差（2ｃｍ以下）の有無 

横断勾配（1％以下）、縦断勾配（5％以下）への配慮有無 

③-1-1 歩道幅員の確保 

③-1-2 段差解消 

③-1-3 縦横断勾配の解消 

③-1-4 歩きやすさ等に配慮した舗装対策 透水性舗装化の有無 

③-1-5 植栽帯の確保 植栽帯の有無 

③-2-1 高低差解消 エレベーターの設定有無 

③-3 沿道空間 

③-3-1 沿道からの歩道利用障害の解消 沿道商店等から歩道への看板などのはみ出し（現状・規制）の有無 

③-3-2 道路（歩道・車道）利用者の障害解消 違法駐輪・駐車（現状・対策）の有無 

④-1 視覚障害者用案内対策 

④-2 車椅子利用者等への案内対策 

点字ブロック等の誘導用ブロック設置の有無 

信号など交通安全施設や主要施設案内の点字、及び音声施設等の設置の有無 

主要交差点部における主要施設やエレベーター等の移動支援施設の案内標識 

⑤-1 段差解消 

⑤-2 案内対策 

⑤-3 スペース充実 

車両の低床化、スロープ等の設置の有無 

視覚・音声情報の充実の有無 

車椅子の移動スペース、滞留スペースの確保の有無 

歩道上に休憩スペース・ベンチ等の有無 ③-1-6 滞留スペースの確保 

① 鉄 道 駅     

② バスターミナル・バス停留所 

①・②-1 高低差解消 

①・②-2 段差解消 

①・②-3 通行路の幅員確保 

高低差 有り エレベーター・エスカレーター等昇降装置の設定有無 

高低差 無し

スロープ設置の有無 段 差 有り

段 差 無し

通行路幅員 2.0ｍ以上の確保有無 

車両とホーム・待合スペースの間の段差等への対策の有無 

手すりや視覚・聴覚認識サインによる転落・飛び出し防止対策の有無 

緊急停止ボタンなど車道・線路等への転落時・飛び出し安全対策の有無 

①・②-4 車両との間の移動円滑化・安全確保 

チェック対象施設 


